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１．はじめに 

 環状交差点（ラウンドアバウト）は， 1980 年代以降，

英国，フランスなど諸外国では広く設置されているが，

日本では，2014 年の改正道路交通法施行により，新たな

交差構造として環状交差点が定められた（図－１）．警察

庁によると，2020年 3月末時点で，全国 101箇所に導入

されている（図－２）． 

環状交差点の計画や設計に関しては「道路構造令の解

説と運用」1)により，当面の適用条件と留意事項が示され

ている．一方，交差点を含む道路の緑化に関しては，道

路緑化の一般的技術基準である「道路緑化技術基準」2)

に，「植栽地の配置を計画する場合は，安全かつ円滑な交

通の確保に留意しなければならない」との一般的な基準

が示されているが，環状交差点における緑化や植栽など

ランドスケープ設計に関して，実務上参考となる具体的

な基準は示されていない．また，環状交差点に関する先

行研究としては，交通工学的な研究は多数あるが，ドラ

イバー等の視線が集中し景観形成上も重要な道路空間と

考えられる環状交差点のランドスケープ設計に必要とな

る技術的な知見は少ない．そこで，著者らはこれまで先

行研究を含む文献調査や先進地である欧米諸国の環状交

差点に関する設計指針を収集，整理するとともに，国内

外の環状交差点の実態の把握を行ってきた．本報告では，

これまでの調査研究で得られた知見を整理するとともに，

環状交差点のランドマーク機能等をまちづくりや安全な

交通環境の形成に活用する上での課題等を考察する． 

 

２．ラウンドアバウト景観に関する調査研究 

榎本ら（2020）は，「ラウンドアバウト」「環状交差点」

等のキーワードを用いて論文検索し，環状交差点の緑化

やランドスケープに関する記述を含む論文等の文献を精

読し，環状交差点の基準や緑化の可能性，交通安全性，

景観・環境に関する観点から論文等を分類，整理した 3)．

環状交差点中央島に適切な景観整備を行うことにより，

環状交差点の安全性が高まることは多くの文献で指摘さ

れていることを把握し，交通安全性の向上の観点から環

状交差点の中央島の設計に求められる機能を整理した． 

 

図－１ 環状交差点の標準図1) 

 

 

図－２ 環状交差点の整備事例（北海道上ノ国町） 

 

先進諸外国の設計指針について，太田ら（2019）は英

国，米国（地方政府を含む），ドイツ，オランダ，オース

トラリアのガイドライン等を収集し，記載内容を概観す

るとともに 4)，太田ら（2020）は，英国（2020年改訂版），

米国，フランスのガイドライン等における環状交差点中

央島のランドスケープ設計に関する記述を抽出，比較し

た 5)．これら収集，分析したガイドライン等に共通する主

要な留意事項は，見通しの確保（英国では視距の確保）

であることを把握した．また，中央島の適切なランドス

ケープ設計により，交差点の視認性向上，背景遮蔽によ

る注意散漫や混乱防止，夜間における対向車による眩光

防止，歩行者の乱横断抑止，視距制限による速度抑制等

の効果があることが明確に記述されていた． 

一方，先進諸外国の環状交差点の実態を把握するため，
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太田ら（2019）はオンライン地図ソフトを用いて諸外国

の環状交差点 30箇所の画像を任意に抽出し予備的な調

査を試みた 4)．限られた抽出調査では，全ての環状交差

点中央島は高木，低木または芝生・地被類の植栽がされ

ていること，外径が比較的大きな環状交差点では，中央

島に多様な植栽やモニュメントなどの工作物を含めて修

景されており，景観形成上重要な空間として活用されて

いることをある程度把握することができた．この調査結

果を踏まえて，榎本ら（2020）は，環状交差点箇所数の

多い英国，フランス，スペインの都市の中から各国 1都

市を任意に抽出し，太田ら（2019）と同様の調査方法を

用いて，環状交差点の悉皆調査を行った 6)．その結果，

調査した環状交差点 535箇所では各都市とも 60%以上の

環状交差点が修景緑化されていることや，中央島の直径

が 20m以上の環状交差点では 80%以上が修景緑化され，

直径が大きいほど，高木植栽を含む多様なランドスケー

プが整備されていることを明らかにした． 

他方，増澤ら（2020）は，2020年 3月末時点で日本に

導入されている 101 箇所全ての環状交差点の現況を調査

した 7)．その結果，中央島に高木が植栽されていた 29箇

所の事例では，環状交差点導入前に設置されたロータリ

ー交差点からの転用事例が多く，交差点の安全性向上を

目的とした設計ではないことなどが示唆された． 

これらの調査結果を総合し，太田ら（2121）は諸外国

の設計指針の記述と環状交差点の実態との一致性を確認

するとともに，日本の技術基準や実態と比較，分析した

8)．欧米諸国の設計指針に共通する留意事項である見通し

の確保は，日本の技術基準の考え方と共通していること

や環状交差点のランドスケープ設計を行う上で最も重要

な事項であることを指摘した．しかしながら，日本の技

術基準には，中央島の修景緑化や見通しの確保にあたっ

ての具体的な基準が示されていないのに比べ，諸外国で

はランドスケープ設計の具体的な効果やより詳細な留意

事項，数値基準などが示されていることを明らかにした． 

 

３．ランドマーク機能活用の可能性と課題 

著者らは，諸外国の環状交差点に関する設計指針を収

集，整理するとともに，国内外の環状交差点の実態を把

握した．諸外国の環状交差点の実態調査では，特色ある

景観が整備された環状交差点が地域や拠点のランドマー

クとして活用されている事例が多くみられた．また，高

速道路のインターチェンジや都市環状道路から市街地へ

のアクセスとなる交差点など道路の階層区分が変化する

交通結節点，住宅地入口など交通環境が変化する位置な

どに環状交差点が散見された（図－３）．環状交差点の効

果的な景観整備を行うことにより，まちづくりの拠点や

地域のランドマーク機能やゲート機能を有効に発揮させ

るとともに，道路ネットワークの結節点として道路の階

層区分や交通環境の変化を認識させ，住宅地などの交通

静穏化も期待できる．そのためには，ランドマーク機能

やゲート機能にも留意した効果的なランドスケープ設計

や配置計画の検討が重要と考えられ，実務上参考となる

設計指針の検討が課題である．

 

図－３ 住宅地入口への設置事例（米国ワシントン州） 
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